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文書「南スーダンにおける紛争解決合意」（Agreement on the Resolution of the Conflict in the Republic 













を与えている 3［Healy 2011; Khadiagala 2007; El-Affendi 2001]。 
                                                        




2 スーダン人民解放運動（Sudan People’s Liberation Movement）及びスーダン人民解放軍（Sudan People’s Liberation 






3 アフリカレポート 2019年 No.57 
 
独立後の南スーダンにおいても、例えば Johnson［2016, 272-280]は、地域的和平の調停者であ













2015 年 8 月 26 日、ジュバで開催された ARCSS 署名式には、ハイレマリアム・デサレン





















4 アディスアベバからキールが帰国したのち、南スーダン政府は官製デモを実施し ARCSSを「まがいもの」（sell 
out）と批判するなどして、国際社会に対抗するための世論形成が試みられた。これに対し国際連合は武器禁輸
を含めた制裁の調整を始め、同月 25 日に IGAD が国際連合に対してキールが説得に応じた旨を報告している。
翌 26日、急遽周辺国首脳らがジュバに招集され、2度目の ARCSS署名式が開催された［Sudan Tribune 2015d］。 
「南スーダンにおける紛争解決合意（ARCSS）」署名を巡る IGAD加盟国の関与 
 

































SPLM/Aへの支援を続けた 7［栗本 1996; Young 2015, 55］。 
これに対し、スーダン政府はエチオピアの反政府武装活動を支援した。ティグレ人、オロモ人




6 デルグは暫定軍事行政評議会（Provisional Military Administrative Council）の略称であり、軍及び警察の代表から
構成される合同委員会である。メンギスツ・ハイレマリアム（Mengistu Hailemariam）による 17年にわたる独裁
政権であった。 










年、連立与党であるエチオピア人民革命民主戦線（Ethiopian Peoples’ Revolutionary Democratic Front: 
EPRDF）が政権を奪取し、暫定政権を打ち立てた。新政権で最高指導者の座に就いたメレス・ゼ
ナウィ(Meles Zenawi)はスーダン政府の支援を受けていたティグライ人民解放戦線（Tigray People 












援する不安定化工作を続けてきた［Cliffe 1999; 武内 2008］。しかしながら、オマル・ハサン・ア









2011 年 10 月、キールが大統領就任後はじめてスーダンを訪問した際、バシールはわざわざ空
港でキールを出迎えるなどして、良好な関係にあることを周囲に示した。ジョンソン国際連合南
スーダン共和国ミッション（United Nations Mission in the Republic of South Sudan：UNMISS）前特
別代表によれば、このとき、両者は国境付近の油田地帯を含む係争地であるアビエイ地域の帰属
                                                        
8 バシールと TPLFの親密な関係性はその後も継続し、2015年 2月に開催された TPLF設立 40周年記念祝典には
バシールが参加し祝辞を述べている［Sudan Tribune 2015a］。 
9 2016 年 10月 28 日には、ハイレマリアムとキールが面談し、互いの反政府武装勢力への支援を中止する内容の
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問題を協議したと言う［Johnson 2016, 59］。 
同会談でキールは、スーダン政府に対する石油収入減少の補償及び危機的状況にあるスーダン




















ル政権の抱くキールへの疑念は、次第に SPLM/A-IO の支援へと結びつき、SPLM/A-IO の基地周








                                                        
11 ヘグリグ油田一帯はアビエイ地域外に位置し、スーダン政府の管理下にあるものの、南スーダン政府も領有権
を主張してきた。SPLM/Aによる占拠行為に対して、アフリカ連合は「違法かつ許容できない」と非難声明を発
表し、国際連合安全保障理事会、欧州連合らも強い言葉で南スーダン政府を非難した［Sudan Tribune 2012］。 
12 2011年 9月、オバマ・アメリカ大統領がニューヨークでキールと面談した際、オバマは南スーダン政府による
SPLM–Nへの軍事支援について問いただしたが、キールは否定を貫いている［Johnson 2016, 59］。 
13 UPDFに付与されたタスクは、表向きにはジュバ国際空港の防衛およびウガンダ人の退避支援であったものの、
実際にはジョングレイ州の州都のボルなどでは反政府軍との戦闘を繰り広げたことなどから、中立性の欠ける
武力介入であったとの指摘も少なくない［Rolandsen et al. 2015; Sudan Tribune 2014; Johnson 2016, 274］。 
「南スーダンにおける紛争解決合意（ARCSS）」署名を巡る IGAD加盟国の関与 
 




















キールの署名拒否により未締結のうちに散会した 2015年 8月 17日の ARCSS署名式会場では、
ハイレマリアム・エチオピア首相とムセヴェニ・ウガンダ大統領が衝突する一幕があったと言わ
れている。詳細は不明であるが、憤慨したムセヴェニが「私が貴殿の厄介者ならば立ち去ろう」
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ウガンダにおいては南スーダンの情勢悪化で多くの自国兵士が危険に晒されているとして、派
兵反対を訴える世論が生じてきた［Young 2015, 54］。さらに、2015年 5月には、UPDFの南スー
ダン派兵費用が嵩み、納税者の負担となっているとウガンダ国民議会特別委員会が指摘している
［Sudan Tribune 2015b］。同委員会による算出では派兵開始以来、およそ 1190億ウガンダ・シリン
グ（約 3300万米ドル 15）が投入されたと言う。特別委員会は、この額がアフリカ連合ソマリア・












ウガンダ軍の南スーダン撤退を要請した［Blair and Maasho 2014; Butagira 2014]。 
こうした国内世論や国際的な要請を足がかりに、UPDF 撤退のモメンタムが次第に高じていく
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帰国したことは上述した。その数日後、ムセヴェニはキールに架電し、制裁が目前に迫っている
























Monitoring and Evaluation Commission : JMEC)委員長が、「唯一の可能な選択」(the only game in town)
と発言してこの交代を支持し、他国政府や国際機関も JMEC の認識に足並みを合わせ、タバンの
第一副大統領就任は既成事実となった［Small Arms Survey 2016, 2］。 
JMECは、戦鬪勃発後しばらく ARCSSの有効性については明言を避けていたが、2016年 10月
になって、JMEC副委員長が、「ARCSSは傷ついたが、死んではいない」と公の場で発言し、他国
政府や国際連合らも同発言を支持した［Sudan Tribune 2016c］。以降も IGADは、ハイレベル再活
性化フォーラムを主導して和平協議を継続している。 
 
                                                        
18 6月 16日、ジュバ市グデレ地区でマシャールの車両が被弾する事件が発生し、それがメディアによって、南スー
ダン国家安全保障局要員による発砲と報じられた［Sudan Tribune 2016b］。さらに、同月、市内で SPLM/A-IOの
ジョン・マビエク将軍を乗せた車両が被弾するなど、キール、マシャール陣営間で発砲を伴う騒擾事件が続い
た。7月 2日には、同市内でジョージ・ギルマラ中尉（SPLM/A-IO）が政府軍諜報部員に銃撃され死亡している
［Sudan Tribune 2016a］。 
「南スーダンにおける紛争解決合意（ARCSS）」署名を巡る IGAD加盟国の関与 
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